
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今月のジョーク 其の壱                     （ジョーク集より） 

社員 1：「社員食堂のコックが表彰されるらしいよ」 

社員 2：「へーえ、なんで？」 

社員 1：「経営の印新に多大な功績があったからだって」 

社員 2：「やつ、何をしたのかな？」 

社員 1：「ほら、幹部食堂の中毒死事件があったじゃないか」 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 

今月の名言 － 松下幸之助 

叱ってくれる人を持つことは大きな幸福である 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
[著者] 

清水ヒデキ豪援隊隊長 

弁護士・移民コンサルタント

（MARN:9900985） 

「オーストラリアから日本を援

けよう」と豪援隊発足。16歳

で単身オーストラリアに留

学。その後、ボンド大学を卒

業し、QLD州弁護士資格取

得。長年に渡り、日本人なら

びに日系企業、世界各国の

クライアントのコンサルタント

業務に従事。 

 

豪援隊かわら版 
オーストラリアのエッセンスが 3分でわかる 
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今月のジョーク 其の弐 
 

牧師：「汝の隣人を愛せ」 

男：「しかし・・・お隣の奥さん

は有料なんですよ」 

（ジョーク集より） 
 

今月の視点  –  オーストラリア厳戒態勢 
 

暦のうえでは、春となりましたオーストラリアです。半そででなければ暑い日があったかと思え

ば、次の日には急に寒くなるという着るもの選びに一苦労させられる、今日この頃です。 
 

1. オーストラリア厳戒態勢 

9月にオーストラリアを襲った気になるニュースと言えば、テロリストグループの一斉逮捕では

なかったでしょうか。シドニー、ブリスベンなどでテロを計画をしていたといわれるアラブ系組織

の人間が一斉に検挙されました。報道では、オーストラリアの公安にあたる組織ＡＳＩＯがテロ活

動に関する情報を入手し、それを阻止すべく、今回の一斉検挙が行われたということです。その

計画のひとつには一般人を捕まえて、クビをはねるということもあったとのことで、正にニュース

でしか見ていなかったテロ組織の現実を垣間見ることにつながったかもしれないということでし

た。 
 

オーストラリアがテロの標的になっているという発表をアボット首相が行ったのは数週間前。そ

の原因としてはイラクへの派兵があります。アメリカと近い関係のオーストラリアにとっては、イ

ラクへの派兵はある意味お約束事。それから、比較的すぐの出来事であっただけに、その発表

を行う時点では、かなりオーストラリア政府も情報を入手していたということでしょう。昔と違い、

コミュニケーションの手段がインターネット等になったこともあり、そうした情報は比較的入りや

すくなった（？）ということでしょうか。しかし、テロとの戦いはある意味でいたちごっこ。今後も、

オーストラリアに住んでいても気が抜けない生活を強いられるようです。 
 

2. オーストラリア限界態勢 

微妙に違う、オーストラリアの限界態勢について一言。オーストラリアは宗教の自由は保証され

ていますが、基本的にはキリスト教国家。ここで宗教論を論じるつもりも、一部の宗教を愚弄す

るつもりもありませんが、所謂一神教のキリスト教においては、どうもキリスト教以外の神様を

受け入れることはなかなか難しいようです。すなわち、一般のオーストラリア人の限界はそこに

あります。そのため、オーストラリア人からは比較的イスラム教への理解の欠如からの「食べず

嫌い」的な毛嫌いが横行してます。そうした不理解、それ以上に理解をしようとする気持ちの欠

如は、オーストラリア国内においてもイスラム教＝(イコール）テロ組織という間違った見解を生

むことにつながっているようです。多くのイスラム教の方たちは、声を揃えてテロ活動イスラム

教の本質に沿うものではないと発言しています。すべてのものには神が宿る、自然と「やおろず

の神々」を受け入れている日本人の持つ感覚とは異なる感情をお互いに持っているようです。

イスラエルの紛争も、正にそうした宗教対立が原因ですし、これは一朝一夕で解決する問題で

はありません。 
 

3. オーストラリア限海態勢 

政権交代後、所謂ボートピープル（いわゆるボート難民）の数は激減しました。法律の改正も功

を奏しましたが、それ以上にインドネシアや近隣諸国（ボート難民のボートの出処）との外交運

動もかなり効果があったようです。難民の受け入れの問題以上に、危険を侵してボートでオー

ストラリアに密入国しようとする人たちの生命の問題を考えますと、かなり評価されることかと思

われます。 

 



 今月のジョーク  其の参                     （ジョーク集より） 
 

客：「板前さん。このマグロ、先週食べたのと 

比べると、大分味が落ちるね」 

板前：「そんなことはないと思いますよ」 

客：「そうかなあ」 

板前：「だって、先週のと同じマグロなんですから」 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 

今月のコピペ                                    (インターネットより) 
 
 

僕はご主人様に拾われました。  
 

毎日、おいしいご飯をくれました。外で汚れ

たら、お風呂で洗ってくれました。  
 

いつも、いっぱい遊んでくれました。たま

に、 イタズラして怒られました。  
 

 
 

けれども、すぐに頭なでてくれて許してくれました。ご主人様

が泣いて帰った時、僕が慰めました。 
 

そしたら、いっぱい僕を抱きしめて、いっぱい泣いてました。

いつも、ご主人様の布団で寝かせてもらいました。 いつも、

ご主人様の暖かさが伝わってきました。 
 

僕の体が痛くなって、ご主人様は夜中に走って病院に連れて

行ってくれました。 病院で先生のお話を聞いて、ご主人様泣

いてました。  
 

家に帰っても、ご主人様は泣いてました。だから僕はまた、ご

主人様をなぐさめました。そしたら、ご主人様は僕を抱きしめ

て、『ごめんねごめんね』っていっぱい泣いてました。  
 

数日後…僕は体が動かなくなりました。ご主人様は僕を抱き

しめて、また泣いてました。いつもより、いっぱい僕の名前を

よんでくれました。 
 

ご主人様、なんで泣いてるの？また僕が慰めました。  
 

僕は…少し眠くなりました… ご主人様がもっと強く抱きしめて

くれました。 
 

ご主人様、なんで泣いてるの？ また僕が慰めました。  
 

僕は…少し眠くなりました… ご主人様がもっと強く抱きしめて

くれました。ご主人様の暖かさがいっぱい伝わりました。 
 

ご主人様…僕が起きたら、またいっぱい遊んでください。  

僕はすごく幸せです。 
 

おやすみなさい。  
 

僕は…眠りにつきました…  

 
 
 
 
 
 
 
 

Zoe’s Angels 「Zoeの天使たち」 
当社では、社会奉仕の一環として“Zoe's Angels”とい

うチャリティー団体への支援をさせて頂いております。

Zoeちゃんは、大変稀な先天性小児リューマチの一種の

病気を患っており、オーストラリアで十分な治療を受け

られず、現在フランスで一生懸命こつこつと治療を続け

ています。この病気はオーストラリアでも稀な病気で、

他にもこの病気で苦しんでいる子供達がいます。そんな

子供達や家族を支援するのがこの「Zoeの天使たち」と

いうチャリティー団体です。 

この度、当社主催のチャリティーディナーを開催するこ

ととなりました。難病で苦しむ子供やその家族にはとて

つもない助けとなりますので、何卒ご協力の程、宜しく

お願い申し上げます。 
 

◆◆◆◆◆◆［チャリティーディナー］◆◆◆◆◆◆ 

日時： 2014年 11月 7日（金） 

会場： Gambaro’s Restaurant （33 Caxton St, Brisbane） 

チケット： $150 （3コースディナー＆ドリンク飲み放題） 

ドレスコード： Black Tie （フォーマル） 

詳細： http://zoesangels.org/gala-dinner/ 

今月の注目記事 Wynnum Herald 紙（2014年 10月 1日付） 

Steep as Chips on the Bay  

(ブリスベン）ベイサイドのチップスの価格高騰 
 
 

皆様もご存知のチップス、国によってはフライドポテトやフレ

ンチフライなど呼び方は様々です。オーストラリアではチップ

スとしてよく親しまれており、大人気の食べ物です。オースト

ラリアで食べ物を注文するとサイドでチップスが山のようにで

てきて、おなかいっぱいになるという経験をされた方は多い

のではないでしょうか。 
 

そして、オーストラリアの慣用句として、よく用いられるのが

"Cheap as chips"という言葉です。その意味は何かが「安

い」ということを表現する際に「チップス（の値段）位安かった」

という表現で使われます。もちろん、Cheapと Chipsの言葉

の響きから用いられるというのが本来の理由かもしれません

が、オーストラリアでは昔から安いものの代名詞としてチップ

スがありました。しかし、そのチップスに異変が訪れていると

いう記事が紹介されておりました。 
 

昔は毎週金曜日はフィッシュアンドチップスとか、ある意味オ

ージーにとってお決まりの食事の一部でした。一昔前は山盛

りのチップスが$2ほどで買えたのですが、現在は$8以上す

る状況。決して、安い食べ物ではなくなってしまったということ

です。 
 

これも、やはりオーストラリアが順調に経済成長を続け

てきたためのことでしょうが、ひょっとしたら特別な日に

しかチップスが食べられないというような日が来るのか

もしれませんね。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ゴールドコースト事務所 

Suite 222, Level 2, Watermark Hotel & Spa 

3032 Surfers Paradise Blvd, Surfers Paradise QLD 4217 
 

ブリスベン事務所 

Level 4, 99 Creek St, Brisbane QLD 4000 
 

E: info@goaustralia-visa.com 
 

<電話でのお問合せ> 

オーストラリアから：07-5570-4542 （月～金 9：00-17：00） 

日本から：03-4283-8484 （日本時間 月～金 8：00-16：00） 

www.goaustralia-visa.com 

 

Go Australia Visa Consultant 
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